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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは記録を読んでから欄に捺印する事。

＜患者様連絡事項＞

· 東海林　康之様～主治医診察にて、落ち着いて日課に取り組む事が出来ており、にやつきは
　　　　　　　　見られているものの、行動化する事は無い為、このままの状態が続くよう
　　　　　　　　であれば、東Bユニットへの転室を考えているとの事。グループ責任者を　 　
　　　　　　　　通し、ベットコントロール委員会へ情報提供していく事とします。

· 曽我　正子様～主治医診察にて、グリセリン浣腸120mlが3日分（3/29、3/31、4/2施行）継　　
　　　　　　　続処方となっています。また、内服薬が一部服用時間の変更（メイラックス：　　　　　　
　　　　　　　夕食後→就床前へ）があります。引き続き、身体症状（特に腹部症状）の観
　　　　　　　察を密に行っていき、少しでも症状があれば、すぐに医師へ情報提供し、指
　　　　　　　示を仰いで下さい。また、スタッフ間での情報交換を密に行っていきましょ
　　　　　　　う。変化を敏感に捉え、迅速に対応していく事が必要です。

· 小笠原　久年様～主治医診察時、幻聴に左右された発言が聞かれており、本人から不安の訴
　　　　　　　　えも聞かれている事から臨時薬が変薬となっています。幻聴に左右された
　　　　　　　　行動はありませんが、精神症状を引き続き観察し、訴えの内容等は記録に
　　　　　　　　詳細に残していきましょう。表情や言動の変化、日課や睡眠パターンの変
　　　　　　　　化は無いか敏感に捉えていく事も必要です。

· 田中　秀昌様～主治医診察にて、風邪症状（鼻汁）が続いているとの事で、総合感冒薬3日
　　　　　　　分が継続で処方となっています。身体症状の観察を引き続き行い、嗽と手洗
　　　　　　　いを積極的に行って頂いて下さい。

· 柏崎　貞司様～再び背部に粉瘤が見られ、処置（イソジン消毒＋エルタシン軟膏塗布＋ガー
　　　　　　　ゼ保護）の指示が主治医より出ています。処置時は粉瘤の状態を観察し、記
　　　　　　　録に残すと共に、行った処置の内容等も記録に詳細に残して下さい。

· 木ノ下　ツヨ様～内科診察にて、鼻閉を訴えられ、メインター点鼻薬が処方となっています。
　　　　　　　　1日5回点鼻（起床時、各食後、就床時）と内科医より指示を受けています。
　　　　　　　　引き続き身体症状の観察を行っていきましょう。

· 市川　真紀子様～内科診察にて、咳嗽と咽頭痛を訴えられ風邪薬3日分が処方となっていま
　　　　　　　　す。引き続き身体症状の観察を行っていきましょう。

· 種市　久子様～主治医診察にて、鼻汁、鼻閉、くしゃみを訴えられ、総合感冒薬3日分が処
　　　　　　　方となっています。引き続き身体症状の観察を行っていきましょう。

· 風邪症状を訴える方が増えています。患者様に積極的に嗽と手洗いの施行を促すと共に、スタッフがウイルスの媒介者とならないよう自己の健康管理に努める必要もあります。院内にウイルスを持ち込む可能性が一番高いのは外部より来るスタッフであるという事を常に頭に入れて、嗽、手洗いの施行、環境整備に努めましょう。

· 渡邉　千代江様～本日、南山苑介護調査を行っています。

· 木村　志美子様～血糖値の不安定続いており、専門機関での治療が必要な事から、本日、内
　　　　　　　　科医と主治医が話し合い、日赤病院内分泌科医師へ情報提供した結果、明
　　　　　　　　日9:30日赤病院内分泌科へ転院の運びとなりました。御家族へは連絡し　　　　　　　　
　　　　　　　　明日御本人様を迎えに来る事となっています。当院からの退院時処方はあ
　　　　　　　　りません。













